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別添３－２ タイ（モンクット王工科大学）長期間にわたる協力による成果と要因 
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別添 4－２ インドネシア（ｽﾗﾊﾞﾔ電子工学ﾎﾟﾘﾃｸﾆｯｸ）長期間にわたる協力による成果と要因 
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別添 5－２ ケニア（ジョモ・ケニアッタ農工大学）長期間にわたる協力による成果と要因 
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別添６－２ セネガル（セネガル職業訓練センター）長期間にわたる協力による成果と要因 
 

 



注1：技プロ「電気通信訓練センター」を除く。
小項目 タイ

注1 インドネシア ケニア セネガル

総協力期間 48年間　（本調査対象案件の総協力期間は25年） 20年間 23年間 25年間

協力対象機関の基盤づくり（自立発展性
確立）までに要したプロジェクトサイクルと
期間
*1プロジェクトサイクルを【】で示す

2プロジェクトサイクル
【技プロ(5年)】＋

　　　【技プロ(5年)】＝10年

2プロジェクトサイクル
【技プロ(5年)+フォローアップ(2年)】+

　　　【技プロ(5年)+フォローアップ(2年)】=14年

　　　　　　　　　　　2プロジェクトサイクル
　【技プロ(5年)+延長(3年)+フォローアップ(2年)】+
  【技プロ(5年)+延長(3年)+フォローアップ(2年)】=20
年

2プロジェクトサイクル
【技プロ(5年)+延長(2年)+フォローアップ(2年)+アフ

ターケア(2回/2年)】+【技プロ4年】=約20年間

自立発展性確立後の追加協力の有無 有（ReCCITプロジェクト） 技プロは無 技プロは無 技プロは無

（追加支援があった場合）協力形態 技プロ 第三国研修 第三国研修 第三国研修、個別派遣専門家、単年度技プロ

追加協力によって発現した成果
１．研究機能が強化された
２．周辺国へ協力する立場に成長した

１．研修用機材の更新にされ、ＥＥＰＩＳ内の実験用
機材として活用したことで、学生の実践力向上につ
ながった

１．地域社会の活性化に貢献している
２．周辺国へ協力する立場に成長した

１．職業訓練と労働市場の連携に貢献している
２．周辺国へ協力する立場に成長した

一連の協力期間を通じての投入の連続性 4～5年間隔で後続技プロを実施 5年間隔で後続技プロを実施 連続して技プロを実施
先行案件終了2年後にアフターケア、3年後に後続

案件、4年後に先行案件の第2回アフターケア

1．無償と技プロを組み合わせて実施 １．無償と技プロを組み合わせて実施 1．無償と技プロを組み合わせて実施 1．無償と技プロを組み合わせて実施

２．第三国研修は調査対象一つ目の案件開始1年
前に開始

２．第三国研修は一つ目の技プロ開始の6年目に
開始

２．第三国研修は後続技プロ開始3年目に開始 ２．第三国研修は後続技プロ開始と並行して開始

３．技プロと技プロの間に個別専門家を派遣（派遣
実績の全容はデータなし）

３．技プロと技プロの間に個別専門家を派遣（派遣
実績の全容はデータなし）

３．青年海外協力隊を先行技プロと組み合わせて
派遣

３．技プロと技プロの間および後続技プロ終了後に
個別専門家を派遣

４．育成した人材を第三国専門家として派遣

５．後続技プロ終了後に単年度技プロを実施

無償資金協力が成果発現に果たした役割
１．教育環境整備（主に資機材）
２．研究用機材の充実

1．教育環境整備（校舎、資機材）
２．実験用機材の充実

１．教育環境整備（施設・設備・機材・図書）
２．研究用機材の充実

１．職業訓練環境整備（施設・設備・機材）

第三国研修が成果発現に果たした役割

１．研修を受入れた通信学科において、関わった
教員の教授法が向上した

１．研修受け入れに関わった全ての学科の教員の
教授法が向上した
２．ＥＥＰＩＳが「高等教育の国際化を推進してい
る」、また政府の南南協力の一端を担うものとして
認識された

１．運営管理能力が向上し、地域社会を対象とした
研修を自助努力で企画・立案できるようになった
２．アフリカの他大学と学術交流協定を締結した
３．ルワンダ科学技術大学工学部新設に際して技
術協力を行った
４．世界銀行から研修を委託されるようになった

１．アフリカ諸国から職業訓練分野のモデル機関と
して認識されるようになった

他スキームが果たした特記すべき役割

１．JICA個別専門家が技プロと技プロの間（各4-5
年間）にも派遣され、継続的な協力を行っていた
（*個別専門家の派遣実績および具体的な協力内容について

は、本調査では全ての情報を得られていない）

２．文部科学省国費留学生制度がカウンターパー
ト教員の学位取得に貢献した

１．JICA個別専門家が技プロと技プロの間（5年間）
にも派遣され、継続的な協力を行っていた
（*個別専門家の派遣実績および具体的な協力内容について

は、本調査では全ての情報を得られていない）

２．文部科学省国費留学生制度がカウンターパー
ト教員の学位取得に貢献した

１．カウンターパート教員の留学期間中、青年海外
協力隊が専門家と共に講義を直接担当した
２．文部科学省国費留学生制度がカウンターパー
ト教員の学位取得に貢献した
３．ローカルPhD制度および第三国個別研修派遣
がカウンターパート教員の学位取得に貢献した

１．先行技プロ終了後に派遣された個別専門家が職業
訓練局長およびCFPTへのアドバイスを通じて、①BT
コースの運営、②BTSコース設置のための準備、③第
三国研修実施準備において大きな役割を果たした。
２．育成した人材を第三国専門家として周辺国に派遣
し、周辺国の職業訓練機関の教員育成に貢献している
３．後続技プロ終了後に単年度技プロを実施すること
で、起業家育成において短期間で結果を出した

専門家による日本と現地での技術指導 有 有 有 有

特記すべき事柄

１．専門家とカウンターパート教員のマッチング（日
本、現地を通じての１対２のマンツーマン指導）

１．専門家とカウンターパート教員のマッチング（日
本、現地を通じての１対１のマンツーマン指導）

１．現地における専門家、カウンターパート教員、
技官（先行案件においては青年海外協力隊も）の
チームティーチングによる中核人材の育成
２．日本留学中の指導教官（短期専門家としての
派遣）による現地での研究指導

１．現地における専門家とカウンターパート教員の
１対１による技術移転
２．短期専門家派遣による分野毎の集合型技術移
転
３．現地におけるBTSコースの技術移転にBTコー
ス教員のオブザーバー参加を承認

日本側の主要カウンターパート機関
１．東海大学、郵政省、NTT、NHK　（ReCCITプロ
ジェクトでは10大学より短期専門家が派遣された）

１．複数の高等専門学校（高専）（先行案件）
２．複数の大学（後続案件）

１．国内支援委員会（複数の大学） １．厚生労働省、雇用能力開発機構（旧雇用促進
事業団）

国内支援委員会が果たした特記すべき役
１．国内支援委員会はあったが、主な役割につい
ては情報なし

１．国内支援委員会の有無について情報なし １．国内支援委員会が専門家の人材バンク、カウ
ンターパート教員の留学の受け皿として機能した

該当なし

日本人専門家が果たした特記すべき役割

１．民間企業との連携体制の確立に貢献
２．民間企業よりインターンシップ、奨学金などの協
力の取り付けに協力
３．カウンターパート教員の研究能力（論文発表、
修士・博士課程の論文指導等）の向上に貢献

１．卒業生の就職先を開拓
２．「日本・インドネシアEEPIS友好育英基金」の設
立に貢献
３．ロボットコンテストのインドネシアへの導入に貢
献
４．実践面を重視したカリキュラム作成を支援し、
実践力のある学生の育成に貢献

１．教育の質の向上・研究機能（特に地域適合型
研究）の強化に貢献
２．産業界のニーズをシラバス・カリキュラムへ反
映させ、卒業生の民間企業への就職率向上へ貢
献
３．就職活動支援により卒業生の採用が促進され
た
４ 国内支援委員長/副委員長と共に専門家の長期的

１．技術指導のみではなく、カウンターパート教員
が困難に直面した際に、食事を共にし勤労意欲の
向上に支援したり、困難に直面しても期間内に結
果を出すように励ましたり、向上訓練（在職者セミ
ナー）のアイディアを提供した
２．就職活動支援した

日系企業からの協力の有無 有 有 有 無

日系企業からの協力内容

１．サマーインターンシップ受入れ
２．奨学金の提供
３．共同セミナーの開催
４．共同研究の実施

１．卒業生の雇用（一時期は1社が毎年10数名単
位で採用していた）

１．共同研究、委託（数は限定的） 該当なし

その他の貢献要因

１．オールジャパンによる協力体制の構築
（JETRO、国内支援大学、民間企業を含む）
２．国内の産業界での人材ニーズを的確に把握し
た協力分野の選定

１．先行案件を通して、EEＩＰＳは日本のプロジェク
トへの理解を深め、日本側はケニアやタイでの類
似プロジェクトからの経験を蓄積し、双方で協力継
続の基盤が整えられていたこと
２．後続案件前後、日本国内の大学がアセアン諸
国の大学との共同研究へ高い関心を示し始めてい
たこと

１．先行案件の初期段階で、現地での会合や研修
員受け入れを通し、ケニア側と日本側の信頼関係
が構築されたこと
２．オールジャパン(JICA本部、日本大使館、文部
省、国内支援委員会など)による協力体制が構築さ
れ、且つ、本案件への長期的な協力の必要性が関
係者間で共有されていたこと

１．仏語圏において初の人材育成に係る技術協力
であることから、技術移転研修に日本語研修も組
み込む便宜が図られたこと
２．工業高校・短大卒レベルの職業訓練校として協
力するという方針をJICA本部が堅持したこと
３．一機関中心推進型により円滑な専門家派遣、
研修員受入れがなされたこと

相手国政府の政策的なコミットメント 高い 高い 有 有

相手国政府の財政的なコミットメント
有り（ReCCITの独自資金による建設など、独自努
力による大学の拡大をしている）

有り（第三国研修予算が毎年一定額確保されてい
る）

有り（ただし、予算措置が十分でない） 有り（予算措置が十分でない）

協力対象機関のカウンターパート教員の
イニシアティブ

１．元学長(1982-1989)のインターンシップ導入を提
言（日本人専門家やJETROが協力し実現）
２．元学長(1992-1998)が明確なビジョンを持って
ReCCITプロジェクトの開始を提案（日本人専門家
が協力し、研究機能の強化を行う案件が実現）

１．後続案件中、複数のカウンターパート教員が、
日本人専門家の影響を受け独自の研究テーマを
持つ
２．初代および2代目校長がロボットコンテストの導
入にあたりイニシアティブをとった

１．歴代学長の明確なビジョンおよび日本で学んだ
カウンターパート教員のイニシアチブにより組織機
能が拡大
２．第3代および第4代学長が明確なビジョンをもっ
ていたことにより、周辺国の大学とのネットワーク
が構築され、地域社会が活性化した

１．セネガル政府およびCFPTが西アフリカ諸国か
ら研修員等を受け入れられる機関へ成長するとの
長期的な目標を持っていた
２．校長のリーダーシップと共に、管理部門のイニ
シアチブがあり組織機能が拡大した（特に教員のイ
ンセンティブの向上に努めた）

産業界による協力対象機関への協力の有 有（特に日系企業の協力は大きい） 有（特に日系企業の協力は大きい） 有るが限定的 強い

協力内容
１．共同研究の実施
２．日系企業からの協力については上部参照

１．ＥＥＰＩＳが実施する対外向け研修の受講
２．日系企業からの協力については上部参照

１．共同研究（数は限定的）
２．委託研究（数は限定的）

１．インターシップ協定の締結
２．向上訓練（在職者セミナー）の受講

その他

特になし １．大学学部レベルの教育課程が設置され、EEPIS
のステータスが向上したこと
２．上記により、カウンターパートのモチベーション
が向上しEEPISに定着し、さらに中核人材まで成長
したこと

特になし １．カウンターパート教員と日本人専門家が日本語
でコミュニケーションがとれたこと

１．ReCCITで国際学会の事務局を毎年務めたこと
により、国際学会の企画・実施に関するノウハウが
蓄積されたこと

１．機材修理の専門部門を設置してことにより、維
持管理体制が確立したこと

１．包括的かつ実践的なカリキュラムおよびイン
ターンの重視が即戦力となり、卒業生の輩出に貢
献したこと

１．実践的なカリキュラムおよび企業研修の重視が
就職に有利に働いたこと

２．日本で留学・研究経験をした教員がＫＭＩＴＬに
定着し、中核人材にまで成長したことで、専門家か
ら教わった指導方法が組織に引き継がれているこ

２．電気系への専門分野に特化することで、専門
性を高め他ポリテクニックに対し指導する立場に
なった

２．少人数制の方針を堅持することによって教育の
質が確保されたこと

２．少人数制の方針の堅持により職業訓練の質を
保つことができたこと

３．産業界のニーズを反映したカリキュラム開発が
なされたこと

３．スラバヤ工科大学（ITS)の敷地内に位置する地
理的環境により、新規の教員採用がスムーズに行

３．花・青果品などの輸出産業の伸びと関連分野
の卒業生輩出のタイミングが合致したこと

３．産業ニーズに応じて協力対象分野および提供
する職業訓練レベルが設定されたこと

４．タイ国内外の関係者の訪問や東南アジア諸国
の大学との共同研究が開始されるようになり、周辺
国とのネットワークが構築されたこと

４．就職支援を学校活動の一つとして取り入れたこ
と

４．高等教育の拡大と大学の自治に関する政府の
方針が協力対象機関の機能の拡大を後押ししたこ
と

４．カウンターパート教員の離職に対応して、教材
作成に力を注いだこと

５．日本的な指導方法が学生にも伝わった可能性
があること

５．政府の特別な配慮により、日本で得た資格で
CFPTで教えることができたこと

６．日本人専門家から教わった指導方法がCFPT
の特徴となっていること

１．特にReCCITプロジェクトでは、短期・長期専門
家派遣が継続しなかったこと

１．短期専門家の派遣時期・期間が現地の状況に
一致しなかったこと

１．イギリスの教育制度の枠内での協力を余儀なく
され、日本式教育の導入に多大な労力を要したこ

１．準公務員としての採用手続きの長期化によるカ
ウンターパート教員の身分の不安定化

２．タイ政府によるReCCITの建物建設が遅れたこ
と

２．無償資金協力による建物完成時期の遅延が生
じたこと

２．農・工学部がそれぞれ制度の異なる高等教育
機関をモデルとせざるを得なかったことや農学部
の計画の遅れにより、農・工学部間で科目の重複
や役割分担の不明確さが生じたこと

２．質の高いセネガル人教員の確保および定着の
難しさ
３．度重なるストライキにより訓練中止および留年
に至ったこと

３．ReCCITの学部昇格が実現しなかったこと ３．就職支援システムの利用者が減少傾向にあっ
たこと

３．政情不安を背景とした度重なる大学閉鎖により
教育・研究活動が一時停滞したこと

４．フランス語教材の欠如、言語、文化、習慣のう
えでのハンディにより多くの苦労に直面したこと

４．カウンターパート教員の離職、人事異動 ４．ポリテクニック校が大学に対して劣るという社会
的潜在意識が存在すること

４．質の高いケニア人教員の確保と定着の難しさ
５．大学教員の長期派遣の難しさ

５．仏語圏における職業訓練分野の日本人専門家
の層の薄さ、仏語圏アフリカへの関心の低さ

５．金融危機（1980年代後半）以降の産業界からの
委託件数が一時的に減少したこと

５．EEPIS卒業生の一部が企業に対しストライキを
おこし、新規採用が一時的に停滞したこと

６．ケニア人教員が自ら手を動かさない・汚さない
というメンタリティーを持っていたために技術移転
が難しかったこと

６．事前調査においてフランスの勤務体制・職業訓
練資格制度について見落としがあった等、技術移
転や人事交流ができなかったこと

６．ＪＩＣＡ側は、ＫＭＩＴＬへの一連の協力において、
適宜柔軟な対応を行っていたが、長期的に視点に
基づくビジョンが明確になかったこと

７．研究指導の難しさ
８．国家財政や政府機関による採用が不安定なこ
と

７．職業訓練省の度重なる組織改編と政策実行性
の低さ

９．政府の予算措置の不十分さおよび計画性の欠
如がＪＫＵＡＴの教育・研究活動の障害になったこと

８．教育セクターの職業訓練分野への予算配分の
少なさ

１０．長期的視点に基づいた協力方針を明確にし
なかったことにより協力対象機関がCenter of
Excellenceと位置づけられるまでにならなかったこ
と

９．1980年代の政府の財政状況の悪化による予算
措置の不十分さ

１．少人数制による実習指導という特徴が薄れてし
まう可能性がある

１．D4特別コース（教員養成課程）の意義の低下が
あること

１．大学の急激な拡大により教育・研究の質が低
下する可能性があること

１．教員の兼任などにより授業の質が低下する可
能性があること

２．近年KMITLの研究活動が以前よりも沈滞化して
いる傾向が見受けられること

２．スラバヤ工科大学との関係において完全な独
立となっていないこと

２．学生数の増加、供与施設・設備の老朽化・陳腐
化により教育・研究の質が低下する可能性がある

２．供与施設・設備・機材の老朽化・陳腐化により
職業訓練の質が低下する可能性があること

３．ReCCIT専任のスタッフがいないことにより、研
究に十分な時間を割くことが困難である可能性

３．EEPISのあるスラバヤ地域内に当該分野の産
業が数少ないこと

３．長期間にわたる協力により相手国側のJICAへの依
存構造が形成され、カウンターパート教員の間にJICA
の協力がさらに継続するものという誤解が生じたこと

３．自治権拡大により財源が不安定化し、予算配
分に関して組織内部に混乱と対立が生じる可能性
があること

４．高額な資機材のほとんどが日本からの輸入で
あり、故障時の対応やスペアパースの補充などが
困難であること

４．第三国研修の継続がJICA協力終了後は困難
であり、政府の南南協力を担っているというEEPIS
の特徴が薄れてしまう可能性があること

４．JICAの長期にわたる協力が他援助機関に周知
されていることにより、協力対象機関が他援助機
関からの協力を受けることが難しいこと

４．長期間にわたる協力により依存構造が醸成さ
れ、長期間の協力による成果とのバランスをとるこ
とが難しいこと

　 ５．一連の協力終了後の出口戦略において協力対
象機関が中心的な役割を果たしていないことにより
発現した成果をサポートできないこと

５．一連の協力終了後の出口戦略が設定・共有さ
れていないこと

別添８－１　事例4カ国　　長期間にわたる協力による成果の要因分析

協力期間

協力の仕方

スキーム間連携の
効果

協力メニュー
（協力を構成するスキームと投入パター
ン）

リ
ス
ク
要
因

大項目

技術指導の方法

日本側の実施体
制

相手国側にかかる
要因

上記以外の貢献要因

成
果
の
発
現
を
阻
害
し
た
要
因

 291





 
 

 293

巻末資料 
 

1. 現地調査 主要面談者リスト 
 

1. タイ 
政府機関  
Dr.Chantavit Sujatanond 教育省高等教育局 Deputy Secretary-General 

Commission on Higher Education  
Mr.Ekaphong Lauhathiansind 教育省高等教育局 Educational Officer 
Mrs. Sunee Churaisin 教育省高等教育局 Director Management of Policy on 

Liberalization of Trade in Education Service Group 
Ms.Chadarat Singhadechakul 教育省高等教育局 Educational Officer 
Mrs.Sudapon Imcharoen 教育省高等教育局 Educational Officer 
  
KMTIL 関係者  
Dr.Kosol Petchsuwan 元学長(1989 年~1995 年) 

School Board Member, A Thai Science High School 
Prof.Dr.Pairash Thajchayapong 元学長(1992 年~1998 年) 

Specialist and Senior Advisor, National Science and Technology 
Department Agency  

Mr.Ruttikorn Varakulsiripunth Vice President for International Affairs 
Dr. Kanok Janjiraponvej Director of ReCCIT 
Dr. Chakree Teekapakvisit Deputy Director of ReCCIT 
Dr. Taworn  BenJanarasuth Acting Assistant Director For ReCCIT 
Ms. Vimolluck Chief secretary 
Dr.Suthichai Noppanakeepong, Head of Department of Telecommunication, 
Mr. Nipha Leelaruji,  Assistant to Professor, Department of Telecommunication 
Ms.Pipat Prommee Assistant to Professor, Department of Telecommunication 
Mr. Narong Hemmakorn Ex-Assistant to Professor, Department of Telecommunication 
Dr.Sathaport Promwong,  Head of Department of Information Engineering 
Dr.Panarat Cherntanomwong, Lecture, Department of Information Engineering 
Ms.Sutheera Puntheeranurak Lecture, Department of Information Engineering 
Dr.Wisut Titiroongruang Associate Professor, Electronic Research Center 
Dr. Surasak Niemcharoen D. Associate Professor, Electronic Research Center 
Dr. Mongkol Mongkolwongrojn Head of Department of Mechanical Engineering  
Mr. Chamlong Parbkaew Associate Professor, Department of Mechanical Engineering 
  
KMITL 卒業生/卒業生の雇用者  
Mr.Medhi Chatritdhichaikul Vice President, Siemens, Ltd. 
Dr.Watchara Chatwiriya  Lecture, Computer Department 
Mr.Sompong Kangsawiwat  Managing Director, SSCSS Cable and Accessories Co., Ltd. 
Mr. Amporn Thongnuch Vocational Education Commission College Director 
Ms.Suporn Darnchanchai Managing Director Next Consultant Ltd.  
Mr. Narupol Pongamorn Architectural Project Manager, British Paints Limited 
Mr. Vicha Thiengwatanathm Managing Director, JL Engineering co Ltd. 
Dr. Ittipol Jangchud Associate Professor, Department of Chemistry Faculty of Science 

KMITL 
Mr.Pongchai Amatanon Managing Director, FORTH.Ltd. 
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JICA 関係者  
小川 正純 タイ事務所次長 
木下 真理子 タイ事務所員 
堤 和男 Seed-Net チーフアドバイザー、 
梅宮 直樹 Seed-Net プログラム調整員 
岩館 裕 Seed-Net プログラム調整員 

(元ＫＭＩＴＬプロジェクト調整員) 
入江智幸 農業統計及び経済分析開発プロジェクト調整員 

（元ＫＭＩＴＬプロジェクト調整員） 
Ms.Suanna 元 ReCCIT プロジェクト担当ナショナルスタッフ 
Ms.Somsri Sukumpantanasan 元第三国研修担当ナショナルスタッフ 
 
2. インドネシア 
政府機関  
Mr.Fasli Jalal 国民教育省高等教育総局長 
  
EEPIS 関係者  
Dr.Ir. Titon Dutono, M Eng, Director 
Ir.Anang Tjahjono Vice Director for General Administration and Finance 
Mr. Tri Budi Santoso Vice Director for Student affairs 
Dr.Dabet Pramadihanto Head Vice Director for Academic Affairs 
Mr. Mohd Syafrudin Head of Electronic Department 
Ms.Aris Pratiarso Head of Telecommunication Department 
Mr. Ainur Rofiq Nansur Head of Electrical Department 
Ms.Arna Fariza Head of Information Technology Department 
Mr.Riyanto Sigit Lecture Information Technology Department 
Ms.Ronny Susetyoko Secretary of Electronic Department 
Ms. Entin Martiana Secretary of Information Technology Department 
Ms.Arfin Secretary of Telecommunication Department 
Ms. Renny Rakhmawati Secretary of Electrical Department 
  
EEPIS 卒業生/卒業生の雇用者  
Mr.David Noor Mubarok Nokia Care Center, Surabaya 
Mr. Moh Noor Al’Azam Deputy Branch Manager, Radnet Surabaya 
Mr. Surjansjah, Manager Field Operation & Maintenance, 

Excelcomindo Pratama 
Mr. I MADE BUDI Core System Specialist, Excelcomindo Pratama 
Mr. Eco Wahyu Nurhidayat Maintenance Coordinator, Excelcomindo Pratama 
Mr.Hasan Firdaus, Mr.Satria Hw CV.Besttech Profesional 
Mr.Satria HW. Applied Science Engineer, TELKOMSEL 
Mr.Hewdra Lesmana, ,  Drafter, PT.KINDEN INDONESIA 
Mr.Bambang Hermanto Kusumo Putro Electrical Engineer, PT.KINDEN INDONESIA 
Mr.Moh.Yusuf Alfian Maintenance Engineer, PT. Indofood Freetolay Maktur  
  
JICA 関係者  
水野 隆 インドネシア事務所次長 
割石 俊介 インドネシア事務所企画調査員 
徳丸 周志 インドネシア事務所企画調査員 

元インドネシア高等教育プロジェクト専門家 
Ms.Sri Widyastuti インドネシア事務所元第三国研修担当ナショナルスタッフ 
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3. ケニア 
ケニア高等教育・科学・技術省  
Prof. C. Kiamba  Permanent Secretary and Director of Education, MOHEST 
Mr. David Siele Director of Higher Education, MOHEST 
  
JKUAT 関係者  
Prof. R.W Michieka Former Vice Channcellor  
Dr. Josphat K.Z. Mwatelah  Deputy Secretary of AICAD 
Prof. Mabel Imbuga -  Acting Vice Chancellor 
Prof. Victoria Ngumi  Principal, JKUAT –Karen Campus 
Prof. Esther Kahangi  Deputy Vice Chancellor, Research, Production and Extension 
Prof. Stephen Njuguna  Registrar, Administration, Planning and Development 
Prof. Suleiman Okechi Registrar, Academic Affairs 
Dr. Walter Odhiambo Oyawa  Chairman of Civil Engineering 
Prof. D.M. Mulaki  Dean of Faculty of Science 
Dr. SP Ng’ang’a, B.Sc (Hons)  Dean of Faculty of Engineering 
Prof. Francis Mathooko Dean Faculty of Food Science 
Prof. Joseph M. Kireko Director, Institute of Energy and Environmental Technology 
Mr. S.G．Mugtira Deputy Dean of Students 
Prof. Glaston M.Kenji Professor, Department of Food Science 
Mr. Kibe  Lecture, Department of Civil Engineering 
Ms. Pia Okeche  Student Counselor 
  
商工会議所 (Kenya Chamber of Commerce) 
Mr. Titus G. Ruhiu Chief Executive Chambers of Commerce, 
Ms. Joanne Mbalanya  Chairlady Membership Committee 
  
ケニヤッタ大学関係者  
Dr. Kombo Chairman Education Department, Kenyatta University 
Prof. Sifuna Education Department, Kenyatta University 
  
JKUAT 卒業生/雇用者  
Mr. Martin Gathi - (Entrepreneurs )  Managing Director, City Farming Limited 
Mr. David Njuguna  Employee, Nation Media Engineers 
Mr. Peter Sawe  Employee, Nation Media Engineers 
Ms. Rahab W.Githaiga  Employee, Bureau of Standards (KBS) 
Ms. Christine MotoiKenya Employee, Bureau of Standards (KBS) 
Mr. Isaac Mugenya Employee, Bureau of Standards (KBS) 
Mr.Antony Zomsgn Employee, Bureau of Standards (KBS) 
Dr John Wesonga  Lecturer in the Department of horticulture and Chairman of 

the Alumni secretariat 
Dr. Willis Owino  Lecture in the Department of Food Science and Technology 

and member of the alumni Association 
Dr Masinde Lecture of JKUAT 
Dr. Arnold Onyango Lecture of JKUAT 
  
JICA 関係者  
高橋 嘉行 ケニア事務所所長 
中野 武 AICAD チーフアドバイザー 

(JKUAT プロジェクト元専門家) 
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喜田 清 小規模園芸農民組織強化計画プロジェクト 専門家 
(JKUAT プロジェクト元専門家) 

Mr. S.K. Kibe  JICA ケニア事務所ナショナルスタッフ 
 
4. セネガル 
職業訓練・技術協教育省  
Mr. Dame Diop Director, Direction De La Planification Et Des Ressources 

Humaines 
Mr. Fa Birana Diargar  Chief of Division Formation and Professional   
Mr. Djibril Bousso Bureau Suivi- Evaluation  
Mr. Osuman Ngom Leye Conseilleur du Diretecteur 
M. Oumar Gueye Bureau of Technical Education 
  
職業訓練公社  
Mr. Momar Gueye Directeur General, Office National De Formation 

Professionnelle 
Mr. Ousmane Sene Directeur des Etudes et Projets, Office National De Formation 

Professionnelle 
  
CFPT 関係者  
Mr. Ousseynou Gueye Directeur 
Mr. Balla Timera  Pedagogical Director 
Mr Massair Kebe  Head of Workshops 
  
CFTP 卒業生/雇用者  
Ms. Mareme GUEYE Hotel Meridien President 
Mr. Victor Emmanuel BIAGUI BYTETECH 
Mr. Mamadou DIOP MATFORCE 
Mr. Cheikhouna GADIAGA MTOA 
Mr. Moustapha DIENG SICSA 
Mr. Souleymane DIEDHIOU L'Africaine de I'Automobile 
Ms. Ndeye Coumba MBOUP Chef, d'entreprise Garage Femme Auto 
Mr. Aliou DIALLO Philip Morris 
Mr. Ndiaga SECK SONATEL 
Mr. Baye Mousse GUEYE Project《ACM》 
Mr. Adama KEBE  Project《Le Zenith》 
Ms. Aissato Mabelle GAYE Project《FIPOU》 
Mr. .Matar SYLLA Chef Departement Entretien et Maintenance, SOCOCIM 
Mr Mohamadou Lamine MBAYE Human Resources Director, SOCOCIM 
Mr. Amadou Lamine BA Directeur Technique, RTS 
Mr Oumar FALL Head of Studies and Development Department, RTS 
Mr.Oumar BA Head of Technical Operation and Maintenance Department, 

RTS 
Mr. Mansour SOW Directeur Technique, MATFORCE 
Ms. Coumba NDIAYE Responsable des Ressources Humaines et Affaires Generales, 

MATFORCE 
Mr. Matar SYLLA Chef Departement, Mecanique, MATFORC 
Mr. Papa Magaye GUEYE Adjpint Chef Departement, Mecanique, MATFORC 
Mr. Boubacar SANKARE Training Manager, DRH, MATFORC 
Mr. Birame Gueye Visiteur, Preparation Mecanique,MATFORC 



 
 

 297

Mr. Isrnaila Njaye Chef Service Electrique,MATFORC 
Mr. Babacacar Niang Chef Departement, Electrocity, MATFORC 
Mr. Birama Thiam Adjoint contremaitre, Mecanicion graisseur ,MATFORC 
Mr. Papa Nalla FALL Vice-President and President of the Commission on Training 

and Qualification Development, CNP/SPIDS, 
  
JICA 関係者  
伊襛 英全  セネガル事務所所長 
白井 健道 セネガル事務所次長 
増田 淳子 セネガル事務所員 
Mr. Macaty Fall セネガル事務所ナショナルスタッフ 
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2. 現地調査日程 

 

1. インドネシア・タイ現地調査日程 

EEPIS：Electronic Engineering Polytechnic Institute of Surabaya スラバヤ電子工学ポリテクニック 

KMITL：King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang モンクット王ラカバン工科大学 

月 日 曜日 官団員 コンサルタント 

11 日  NRT-JKT 1705 着(JL725) 

JKT-SUB 2020 着(GA328) 

12 月  9:00 EEPIS 副校長インタビュー 

11:00 EEPIS スタッフグループインタビュ

ー 

PM:資料整理 

13 火 NRT-JKT 1705 着(JL725) 9:00 EEPIS 副校長インタビュー 

14:00 EEPIS 卒業生インタビュー 

8:30 ナショナルスタッフインタビ

ュー  

9:00 事務所表敬 

12:00 発→スラバヤ 13:20 着(GA313)

9:00 EEPIS 電子工学部部長インタビュー 

 

14 水 

15:00 スラバヤ電子工学ポリテクニ

ック校長/副校長インタビュー  

14:20 EEPIS 卒業生インタビュー  

15:30 EEPIS 副校長インタビュー  

9:00 EEPIS 電子工学部長インタビュー 15 木 

13:30 EEPIS 卒業生インタ

ビュー 

13:00 EEPIS 情報通信工学

部長インタビュー  

13:00 EEPIS 卒業生イン

タビュー  

9:00 スラバヤ電子工学ポリテクニック校長、副校長インタビュー 16 金 

PM：SUB→JKT16:15 着 

18:30 元日本人関係者インタビュー 

17 土 12:00 スラバヤポリテクニク卒業生インタビュー 

15:00 国民教育省高等教育総局長インタビュー 

18 日 JKT-BNK16:15 着(TG434) 

19 月 資料整理、団内打ち合わせ 

20 火 9:00 教育省高等教育局 総局長表敬 

11:00 モンクット王ラカバン工科大学の副学長インタビュー 

13:30 ReCCIT センター長、関係者インタビュー 

16:30 第三国研修担当者ナショナルスタッフインタビュー 

18:20 元日本人関係者インタビュー（20 日吉田先生ご帰国：2350 発（JAL728）） 

5

月 

21 水 10:00 KMITL 工学部通信工学科関係者インタビュー 

13:00 KMITL 工学部情報工学科関係者インタビュー 

15:00 KMITL 卒業生インタビュー 
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8:30 元日本人関係者インタビュ

ー 

9:30 元 ReCCIT 担当ナショナル

スタッフ 

10:00 半導体学科関係者インタビュー 22 木 

13:30 機械工学科長インタビュー 

16:00 副学長調査報告 

10：30 KMTIL 卒業生インタビュ

ー 

9:30 Seed-Net 日本人関係者インタビュー 23 金 

14:00 元学長インタビュー （Prof.Dr.Pairash Thajchayapong） 

16:00 元学長インタビュー (Dr.Kosol Petchsuwan) 

17:30 事務所報告 

BNK－NRT 2325 発(JL704)（田中主査、下田 Jr.専門員） 

24 土 成田着 07:30 着 10:00 ローカルコンサルタントと打ち合わせ 

BNK－NRT 2325 発(JL704) 

25 日  成田着 07:30 着 
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2. ケニア・セネガル現地調査日程 
 

JKUAT：Jomo Kenyatta University and Agriculture and Technology  
CFPT: Centre De Formaction Professionnelle Et Technique Senegal / Japon  

月 日 
曜

日 
官団員〔杉本次長、吉田先生、下田 Jr.専門員〕／コンサルタント〔喜多、三浦〕 

14 土 〔杉本、下田、三浦〕 
羽田 19:55 発→関空 21:10 着(JL185) 
〔杉本、吉田、下田、三浦〕 
関空 23:15 発→ドバイ 04:45(JL5099) 

〔喜多〕 
羽田 18:20 発→名古屋 19:40 着(JL053) 
名古屋 23:15 発→ドバイ 04:45 着

(JL5097) 
15 日 ドバイ 10:05 発→ナイロビ 14:15 着(EK719) 
16 月 9:00 事務所表敬  

9:30 安全管理ブリーフィング 
11:00 JKUAT 元専門家インタビュー 
14:30 JKUAT 関係者インタビュー（副学長、総務部役員、学部長、カレンキャンパス

校長） 
17 火 〔吉田、三浦、下田〕 

9:00 JKUAT 副学長代理、研究・生産、拡張

部長インタビュー 
11:10 JKUAT 食品科学科教員インタビュー 
11:40 JKUAT 土木学科長インタビュー 
14:00 AICAD 事務局次長インタビュー 

〔杉本、喜多、キベ、ジェディダ〕 
9:00 卒業生インタビュー 
14:00 JKUAT 理学部長インタビュー 

8:30 ケニア高等教育・科学・技術省長インタビュー 18 水 
〔杉本次長、三浦、キベ、 ジェディア〕 
10:30 商工会議所インタビュー 
13:45 元副学長インタビュー 
15:15 JKUAT カレンキャンパス校長インタ

ビュー 

〔吉田先生、喜多、下田〕 
11:00 工学部学長インタビュー 
12:00 総務部長インタビュー 
14:00 総務部長インタビュー 

19 木 〔喜多、下田、キベ〕 
8:30 卒業生インタビュー  
11:00 学生課長インタビュー 
14:00 卒業生インタビュー 

〔杉本、吉田、三浦、ジェデュダ〕 
9:00 卒業生インタビュー 
11:00 食品科学科長インタビュー 
14:00 JKUAT エネルギー・環境技術研

究所所長インタビュー  
11:30 JICA 事務所報告 20 金 

〔杉本、吉田〕 

ナイロビ 17:35 発→ドバイ

23:59 着(EK720) 

〔下田、喜多、三浦、キベ、ジェジュダ〕 

14:30 ローカルコンサルタント打ち合わせ 

15:00 JICA ケニア事務所ナショナルスタッフインタビュ

ー 

6
月 

21 土 ドバイ 02:35 発→関西空港

17:20 着 (JL5090) 
〔下田、ジェディア〕 
15:30 JKUAT 資料収集 

〔喜多、三浦〕 
16:00 JKUAT 元専門家インタ

ビュー 
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22 日  〔下田、喜多、三浦〕 
ナイロビ 08:55 発→ダカール 15:40 着(KQ512) 

23 月 8:45 JICA 事務所表敬 
9:00 ローカルコンサルタント打ち合わせ 
10：00 卒業生インタビュー 
15：00 職業訓練公社事務局長インタビュー 
16：00 職業訓練・技術教育省職業訓練局長インタビュ

ー 
24 火 8：30 CFTP 卒業生雇用者インタビュー(MATFORCE) 

10：00 CFTP 卒業生雇用者インタビュー(RTS) 
11：45 CFTP 卒業生雇用者インタビュー(SOCOCIM) 
16：40 CFTP 卒業生雇用者インタビュー(CNP/SPIDS) 

25 水 9：00 CFTP 関係者インタビュー 
14：00 JICA セネガル事務所ナショナルスタッフインタ

ビュー 
15：30 ローカルコンサルタント打ち合わせ 
16：15 事務所報告 
ダカール 22:55 発→ 

26 木 パリ 6：20 着（AF719） 
パリ 19：05 発→ 

27 金 

 

成田 13:55 着（JL406） 
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